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近畿中国森林管理局 

箕面森林環境保全ふれあいセンター・こだま通信 

箕面森林環境保全箕面森林環境保全箕面森林環境保全箕面森林環境保全ふれあいふれあいふれあいふれあいセンターセンターセンターセンターが平成１６年４月１日から活動を開始しています。センターでは、主に

京都、大阪の都市周辺の国有林野をフィールドとして、ＮＰＯ、ボランティア、地域住民等による自主的な森林づく

り、里山の整備、自然再生活動、森林環境教育などへの技術指導等の支援に取り組んでいます。 
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１１月１０日、第２回検討委員会（座長：兵庫県立

大学服部保教授）を、箕面国有林に設定した里山モデ

ル林において開催しました。 

検討会では、これまでに実施した植生調査の結果を

踏まえて、現地を確認しながら、地域と連携した里山の

整備について、具体的な内容を検討しました。 

今後、当センターでは、これらの検討結果に基づき、

森林ボランティアの協力により、都市型の里山づくりを

行っていきます。 

第２回里山再生推進モデル事業検討委員会開催 
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琵琶湖では､増加したカワウにより漁業や森

林に多大な影響が出ていることから､その対

策を話し合うため､滋賀県主催のカワウ対策

合同会議が１１月２５日開催されました。                 

当センターもこの会議に参画し、伊崎国有林

について、ワーキンググループでの活動内容を

発表するとともに、今後、滋賀県、近江八幡市

など関係機関と連携しながら、カワウ対策に取

り組んでいくことを確認しました。 

カワウ対策合同会議への参画 
遊々の森子どもサミットの開催 

管内の「遊々の森」において森林環境教育に取り

組んでいる児童・生徒、教育関係者など２７名を集

めて「遊々の森子どもサミット」を開催しました。 

 １日目は、近畿中国森林管理局大会議室で、山下

宏文教授（京都教育大学）による講演（私たちの生

活と森林との関わり）や子ども達による活動報告

と、国有林が取り組む森林環境教育はどうあるべき

かについて意見交換（サミット）を行いました。２

日目は「遊々の森きらきら（箕面国有林）」で、ネ

イチャーゲームや間伐作業の体験を行いました。 

  


